
年齢・分娩月補正による泌乳能力半Jtt    r

(畜試 乳 牛部)
1ゃ背景とねらい

乳用牛の泌字L能力判定は牛群検定の普及により、改良上欠くことのできない選抜 ・洵

汰をより円滑に行うため、ますますその重要性が増してきた。その泌平L能力判定の1つ

として、字L牛の泌乳に影響する因子の中の非遺伝的要因について解析し、その牛の遺伝

的な能力をできるだけ正しく評価することが重要項目として挙げられる。そこで本県も

参加していた乳牛の泌乳能力判定全国協定試験の結果として、年齢・分娩月という比較

的泌乳に関与する因子の影響を補正する新しい知見が得られ、酪農家及び酪農関係の指

導を行つている技術者に十分活用が可能と思われるので普及奨励事項に供する。

2、 技術の内容

年齢及び分娩月の補正係数を利用することにより、年齢・分娩月による305日 間字L

量 ・乳脂量への影響が補正され、より正確な個体泌乳能力の推定及び平し牛の選抜 ・洵汰

の有効な判断基準の提供が可能になる。なおこれらは牛群と地域の影響も考慮してある

ところが最大の特徴であり、牛群検定成績書の補正乳童と異なる点である。

(1)直 接補正係数を用いる方法

①経産牛全頭の305日 実量 (または期待量)の 平均を算出し、牛群水準が6,000

K宮以下、6,000～7,000Xg、7,000K電以上のどれに当たるか判断する。

②午群検定成績書の価体ごとの305日 実量 (または期待量)に 年齢 ・分娩月の各

々の補正係数表、または2元補正係数表の該当する牛群水準、年齢、分娩月の補

正係数をそれぞれ掛けて補正乳量 ・乳脂量を算出する。

③個々の補正乳量 ・乳脂量を比較し、選抜 ・淘汰の1基準とする。

(2)ヨ ンピュータープログラムを利用する方法

乳牛の泌ヨL能力評価プログラムを用意している。

※ (1)の 具体例 (牛群水準が6,000～7,000Kgに該当する場合)

305日 実量6,753Kg(分娩時年齢2年 2ヶ 月、分娩年月日昭和63年 7月 1日 )

の牛の補正

別表の該当補正係数=1.262

補正乳量=6,753 X l.262=8,522Kg(乳脂量についても同様)

3、指導上の留意事項

①産次の1番新しいデータを使用する (泌乳中であれば305日 期待量)。

②年齢の階級は分娩時の年齢を適用する。

4、 参考資料

乳牛の泌乳能力判定に関する研究実施要観及び第1～ 4回 打ち合せ会議資料

第74、 78回 日本畜産学会大会講演要旨
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